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北海道に於ける家畜家禽寄生議病流行朕況

質態調査 (1)札幌近郊に於ける調査成績

山下次郎

(~ti4~道犬猿農里幹部1t1J物芸品数室〕

高橋茂雄

(農林省北海道農業試験場帝産部D

Epidemiologic survey of parasites of domestic animals in 

Hokkaido 1. A survey of the suburbs of Sapporo. 

JIRO YAMA8BlTA and SJJIGEO TAKAHASJII 

従う~北海道に於ける寄生品約の賞態調査は極

めて不充分で"統一された計査の下にたされた調

査は殆んどない。特It:家者家禽に就ては甚だ貧弱

である。寄生品約の]象防接減釘策を議歩、る上に寄

生品約流行MJ~iXの貰態を把握するととの重要なと

とは1l.!めて論歩るまでもないととであるo 裁に著

者C15は北i部立各地域の家宮家禽寄生品病流行MJ¥況

の寅態調査を企}昂lし，各地匝別に調査を賓施しつ

つるる。今その第1報として札幌近郊の調五成践

を報告する。

材料及び方法

札幌近郊の農家より採集した牛，お，羊，

豚及び、鶏の糞f更に就て可及的Iピ椛を期する混と

各種集卵法の有効度を比較する目的とから各糞

便七止に矢尾板氏沈i股法，田波氏i手説法，人見氏

沈i殴浮説法及び、 BASS氏法の 4極集卵法を宜施

し，而も各集卵法共夫々 6牧の標本を検査して

品卵の有無を決定した。

鶏のj自化管内寄生品休を検在する局に，札

腕'm内主主ケ所の内序;から集めた腸管1(:聞き，そ
の内容はガラス容器に移して水道水を)JIIえてよ

検

査

頭

聾主

く撹j宇し， 約 30分WJ静置した後に注意しつつ上

澄液を拾て，更に水道7Kを;lJIlえて該操作を 3[n]反

裂した後，沈i殿中より寄生晶体を検索した。叉内

容を除去した腸管は水道水を盛った大形シャーレ

中で腸壁を精査し，腸壁に吹着又はちど入する寄生

品の検出に品会を期した。

調査成績

牛の糞便拾在成績は第1去に示す如く，寄生

品卵を検出し得たものは桧瀧牛の 59.8%で，蛇MJ¥

毛椋級品(28.4%)が最高寄生率を示し， 午自M品が

第1表牛の糞便検査による寄生品寄生状況
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とれに次ぎ，以下牛捻持胃品，牛コクシジウム，

牛腸結節品，毛細紘品，ベネ{デン{療品の順であ

った。とれらの寄生品の夫々 1種のみの寄生を認

めたものは除子正午の 26.4%で， 2種以上の混合感

染を示したものはお.4%で，車感染例よりも有'ik

多数で、あったに過ぎたい。

同の糞便検査成績は第2去に示す如く，検夜

馬の ~Fl 88.5%から寄生品卵をと検出した。との寄生

率は牛の場合に比較して遥かに高いものである。

寄生品の種類別に見れば，毛根晶が最高の寄生率

(70.0%)を示し，次で硬口品(54.5%)，自m品及び蝶
品は何れも 5.7%の低率を示す。 馬では2種/う至

3種の寄生識の混合感染が多く， 単感染は 38.5%

第2表 馬の糞便検査による寄生品寄生状況

寄 生 内 評s

R検 品 寄 寄生勤手重類
.!Jl:I 

査 検
11も 車 国0.. 田角

出
生 l日L 

染感 I1 i 貧5 
頭
頭 感

.F5悼2 7 
霊童 数 主事 染

~ 。
/。ノ0 重135 / 27 / 38 / 49 / 4 / 4 

70 62 88.5 
% 15Cl.o/判例 70.0/5.7/ 5.7 

であったb 混合感染の中毛級品，硬口品及び民自|司

品の 3積j昆合感染の 3例を認めた。叉硬口品と毛

線品との 2粧iI~合感染例は極めて多く 29 例であ

った。

羊の挺{型輸夜成績は第3去の如く，杢除不正羊

に寄生品の感染をと認め，捻押目立話l85.7%，オステ

第3表羊の業{誕検査による寄生織寄生状況

寄 生 内 諜
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lls i昆 E立
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宮qs s =s s 
出
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頭 !P& 、
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要主 重宝 互主主 染 主義

~ 。。~ 
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ルクーグ胃品61.9%の古rjs容を示したととは，羊と

寄生品とのi掛係が如何に杢閤的に重要で・あるかを

物語るものである。腸京li節品は 14.2%でf及率を示

したが，羊コクシジウムはそれより科j々 高く 1996

の寄生率であった。車感染例は羊では少なく 51y1j

k過ぎや，而も何れも捻陣内品の寄生である。混

合感染例中最も多くは捻枠肖品とオステルグ F グ

円識との混合感染で 16例中 11例を占めている。

豚のw;使検査の結果は第4去に示す女Ilく，検

査肱の 62%から寄生品卯を桧出したが原虫!司品

第4表 豚の糞便検査による寄生品寄生!伏潟

寄 生 内 誇

検 品 寄 寄生品種類

査
lls ?昆 躍
検 生 メ口入 ロ田ィ

頭 出 感
頭 感

-3 260 2 
扱 聾1・ 者i 染 Z色

て 。ら4
%毒 I11 1 25 1 24 1 9 ¥ 6 1 4 

58 1 36 162.1 一一ー一 一
% : 19.0143.1 141.1 I 15.5! lCl.3! 6.9 

は最も多数例に認められ 41.1%を示し，腸結節品

版鞭品の品卵， 豚コクシジウムの Oocystは夫々

15.5%， 10.3%， 6.9%の検出王手を示した。 との成

績からしても豚畑品の寄生は寄生豚の午数以上に

認められるわけで阪と寄生品との闘係は羊と捻持

胃品との閥係の如く深刻な関係を有するととが明

かである。版では 1租寄生品のみの単感染例が極

めて多いととは他の杭主の場合と趣を具にするも

のでるって， 制品の単感染が故も多く 24例でそ

の殆んどを r~íめている。混合感染例中故も多くの

例は嗣識と豚鞭品との混合感染で，とれに次ぐも

のは虫r"J過と腸結官ii品との混合感染である。

鶏のm;便検査成績は第5表に示す女nく，検1E

鶏中 76.6%に寄生抱卵及びコクシジウム Oocyst

を認めているが，毛市HI線描卵を検出したものが最

も多(76.6%で，寄生中感染を認をうた鶏全部に認

められたわけで、ある。鶏帥.Jおと鶏行1J身J誌は品卯が

f!biめて酷似しているので鑑別の訣りを避けるhi;に

雨間を合めて寄生率を掲げたので， fi6.696の寄生

率より的々低い偵がi，mT;[f(各日Ijの寄生率と見ればよ
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第 5表鶏の糞便検査による寄生品寄生状況

寄 生 内 目撃

検 品担 寄

王ま
~ß 

混 lj[ 
検
生 メE入E 

ぎ
品目

弓1 IU 感
司1 感

岡喜
数 聾主 至ド w! 染 ミ占 ~ 

% 認116 1 7 1 20 1 23 1 2 1 4 
30 23 76.6 

%1日3.3123.3166.61%引6.6113.3
いわけでるる c 鶏コクシジウムの Oocystは13.3

%に検出されたが，との成訟は何れも成鶏に就て

fk}られたものであるから，ガj鶏の検夜をも賞施す

れば遥かに治i率を示すとととなろう。係品の寄生

は低率で、何れも有愉倹品卯を認めたに過ぎない。

混合感染の大部分は鶏制品(又は商腸品)と毛細線

描との混合感染で 16例中 11例を示した。

以上は糞{掛金有による寄生品卵，又は Oocyst

の検出成樹であるが，次に薬品の腸管内寄生品休の

検有成践を示せば第6去の女11くで 5月から翌年

2月までの月別調子F成績である。

検千f敢 639例中，寄生識を検出し得たものは

.544例 (85.1%)で極めて高率を示した。而も 5月

及び6月の{民は特に尚率で 6月には鶏臨時識75.9

%，鶏盲腸品85.5%，毛市:lO級品 46;9%を示し，と

れら各種.共他の何れの月よりも犬々最高の偵を示

した。なjな外品:吸掻の寄生が見られたとともとの

月の特色である。 イ旦し千f愉f喰品は 11月に最高の

第 6表 鶏の!揚~，;内寄生晶体検索成績

寄 生 議 手重 主買 !lU 
検 検 寄 寄

査 査 生
A.gαlli H. gallin仰 Cαpulαr似 sp. R. ces刷 I間 IE. revolutu'ln 

生
寄 寄月 司君 司司
生
% 
生

jjU 璽主 軍士 主幹 考1 司1， 
基t主 基宝

V 97 89 62 63.9 日I

VI 83 83 100 63 75.9 71 

VII 44 37 i 84.0 25 日6.8 31 
l置 67 59 88.1 28 41.8 47 

E 80 68 85.0 31 38.8 59 

X 93 80 86.0 32 34.4 68 
うL 34 27 79.4 10 29.4 24 

E 28 20 71.4 10 35.7 17 
77 55 71.4 15 19.5 44 

E 36 26 72.2 10 27.7 19 

言十 639 544 85.1 286 431 

寄生率.を示した。

有輸f喰品の寄生率は他種寄生品と異り各n共
あまり鎚動が著しく主主¥，特に春季より冬季に向

い減少する傾向も著iリjではない。

5月より翌年2)Jまでの 10ヶ月t:lJを通じて葉忠

商腸践が最高率(土I~均 67.4%)を示し，とれについ

で'j;fJ!I!jill品 ("1"均 44.8%)，有愉f良品付t均 24.9%)，毛

布Il紘品(平均 23.6%)，外旋l及品(0.396)の11固となっ

ているが， 鶏刷品。1芽生が除夜車交のが)45，9援に見

られることは産卵低下等のIHJl題を考慮する時軽叫

寄 寄 寄

% 
生 % 生 % 

生.
% 司君 司君 司司

喪主 耳士 重t

52.6 33 34.0 22 22.7 O 。
85.5 39 46.9 21 25.3 2 2.4 

70.5 10 22.7 10 22.7 O 。
70.1 17 25.4 20 29.8 O 。
73.8 21 26.3 20 25.0 O O 

73.1 14 15.1 24 25.8 O O 

70.6 5 14.7 11 32.4 O O 

60.7 3 10.7 5 17.9 。 O 
日7.1 7 9.1 20 26.0 O 。
52.8 2 5.5 6 16.6 。 O 
67.4 151 23.6 159 24.9 2 0.3 

し得ないものがるる。

考 察

上記の成樹~f' 牛の糞{疋検布の際に9F蛇ýll を全

然説明しlcC};なかった。北海道に於ける牛のHF蛇寄

生率は詳細調子fしたものがないが，屑・よ誌に於ける

者:X'('~';の視察では 10% 以下であろうと二目、えられ

るが，今[Iilの検石に於ては浮説法の外沈i股訟をも

寅施しているととからすれば拾夜)i法による品卯

の把握不成功とは与、えられない。然したゐ肝艇に
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就てはJJIに調子tを反裂し度い。

牛制IIjおは日本に於ては九州市部に見られると

され，他の地方では組めて少ないが，今Ir司の調在

に於て 13.7% の寄生率~認めたととは，本品必宇

しもm間性寄生掻とは云えないもののようである
が，居者。検有に於ては本品に遭遇するととは北

海道に於ても極めて少なく，とれ叉将来の調布に

よって検討し度い所である。

従来北i毎道に於ては硬口品の寄生はおに於て
極めて持遇で一般に殆んどの.f.sが多少共本惑の寄

生をうけていると考えられているが，今阿の.r.gの

糞便検夜によって，硬口品卵は ~4.5%v寄生喜容に
止まるが， モ線品卵の検出率が 70%の高率をと示

したととからすれl'f'，従来の品卵検読に於て硬口

融卵と毛級品卵とが混同されて観察されたととに

原因の 1つがあるようにも思われる。叉馬蝶品卵

の陽性互容がfllいととは今1¥11は紅白i清拭法を行わな

かった10と1すえられる。

こ下の~~Mt余在に於て捻1噂胃品の寄生家が向い

ととはJ岳地右と同技である。オステルグーギア尉

円品が61.9%v尚三容を示したととは，品卵のf旦i且
に到する抵抗力からして首然のととと考えられる

が，北海道の如き寒冷地に於て捻特胃品の寄生が

柑めて『古j~ ，オステルグーギア民胃描の寄生至容をと

遥かに越えるととは将来の調子Eに於で|民主な検討

を要する庇である。今!日!の調子Eは定期駆品を賞施

している牧場，わjj羊場を主J象としていないnに感
染期と気温との関係を捻討し符ないととは遺憾で

あった。

到の誕使検ヂEに於て毛細級品卵が76.696の|場

性率を示したにも拘らや，腸内寄生品検夜に於て

23.6% の低.~容を示し，最高寄生容を示した 6 月の

{院に於てさえ 46.9%fl:_止まるととは，奇異の感を

興えるものである。 4金子fの封象と Lた{肉体が異る
ことは云うまでもないが，腸管検夜の操作JIj中に

逸/11し易いととによるものかもう，¥1れない。又千{)陥

f良品に就て見れば品卯検千tに於ては 6.696の極め

て低三容を示しているが，腸管内晶体検在に於ては

24.9%を示している。キ二品の糞f垣内排出は片節の

ままなされるととが)京J!lJでるるt.bに議卵のみを封

象とした設イ財念夜に於てとのような雨者の著しい

禿異を来したものではなかろうか。

綿指

1.糞便中より寄生議卵を検出し得たものは牛

59.8%，馬88.596，羊 100%，豚62.1%，期76.(i%

であった。

2.各宿主に於て最高寄生率を示したものは牛

では蛇紋毛綜級品(28.4%)，馬では毛級品(7096)，

羊では捻枠胃品(85.796)，豚では豚虫Jnl品(41.1%)で

あった。

3. 11二，馬，羊及び鶏では 2trn以上の寄生品を
同時に1?1すものが多いが，阪では自!白l品のみの単調

寄生が著しく多く見られた。

4. 5月より翌年2月に至る 10ヶ月1mfl:鶏腸管
内より検出された寄生晶体(嬬議事1)は 5和で，鶏

百腸品が最高率(G7.496)を示し， 鶏削品(44.8%)

が之に弐ぎ， 以下有輪後品 (24.9%)， 毛細線描

(23.6%)，外旋収品(0.3%)の順である。

5.鎚寄生品は有愉f食品を除き，蹴ね6月を最

高とし逐H寄生王手の低下を示すが，布輪伐散のみ

は季節的泊長が著I~jでない。
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Resume 

1) The parasitic egg-or oocyst-findings and ratcs of infcction for the faeces of cattle， horses， sheep， 
pigs and fowls ¥'vhich were kept by the farmers in the suberbs of Sapporo， are summarized ill Table 1 to 
5 respectively. 59.896 of cattle， 88.5% of horses， 100% of sheep， s2.1% of pigs and 7s.6% of fowIs 
harbored one or more species of parasites. The infection rates of each species of parasites for these hosts 

were as follows: in cattle， T. colubrifor17lis， 28.4%; A. vituloru17l， 13.7%; 111. digitata and Ei17leria sp.， 
10.996; Oe. radiatum and C. bovis， 3.9% and 1lf. benedeni， 1.9%; in horses， Trichone17la sp.， 70%; 
St1'ollgylus sp.， 54.5% ; P. equoru17l and O. equi， 5.7% ; in sheep， H. con/o1'tus， 85.7%; O. circu17lcincta， s1.9 
96; Eill1eria sp.， 19.0% and Oe. colull1bianull1， 14.2%; in pigs， A. lzuflbricoides， 41.1% ; Oe. dentatul/l， 15.[j%; 
T. suis， 10.3% and Ei17leria sp.， 6.9%; in fowls， CaPillar;a sp.， 76.6%; A. galli or H. gallinae， ss.6%; 
Eill1eria sp.， 13.396 and R. cesticillus， s.6%. 
2) The helminth parasites of the alimentary tract gf 639 fowls which were supplied from four meat-

shots in S~pporo City were examined. 3 speciesof nematodes， 1 of 1:estode and 1 of trematode were 
found. They are Iisted in Table s with the percentage incidence in each month. The incidence (in per-

cent) was as follolVs: H.・gallinae，67.4; A. gal!i， 44.8; Capillaria sp.， 23.6; R. cestirillus， 24.9 and E. 
rwvolutu71I， 0.3. 'fhe rates of infections of these parasites are the highest in J une， excepting R. cesticillus 
which shows the highest rate in Novemher. 


